
　現代の栄養学では、人間の健康を維持するために必要な栄養素について多くのことが明らかに
されています。糖質（炭水化物）、脂質、タンパク質といったマクロ栄養素は、体のエネルギー
源としての役割がよく知られています。さらに、ビタミンとミネラルのようなミクロ栄養素は、
体の様々な生化学的プロセスを支える重要な要素です。また、食物繊維も消化を助け、健康維持
に欠かせない栄養素として認識されています。

　私たちの大学院では、これらの栄養素の中でも特に必須微量ミネラルとされる珪素に焦点を当
てて研究を進めてきました。珪素は人間の健康においてさまざまな役割を果たすことが示唆され
ており、その生理的効果についてはまだ十分には理解されていませんが、興味深い発見がなされ
ています。特に、珪素の摂取が体内の善玉ホルモンであるアディポネクチンや血液の流れを調節
する PAI-1 に影響を与えることが明らかになりました。これらのホルモンのバランスの変化が、
愛情ホルモンとも呼ばれるオキシトシンの分泌にどのように関連しているのかを解明すること
は、非常に興味深い研究課題です。

　さらに、オキシトシンの分泌の変化は、「快禅メソッド」と呼ばれる意識改善メソッドにおいて、
意識の変化と密接に関連していると考えられています。このメソッドは、ストレスの軽減、リラ
クゼーションの促進、精神的な健康の向上に寄与するとされており、珪素がオキシトシンの分泌
に及ぼす影響を理解することは、このような意識改善メソッドの効果をさらに高めるための鍵と
なる可能性があります。珪素療法がオキシトシンの分泌に影響を及ぼし、結果として意識の変化
や健康状態の改善に寄与するという仮説は、今後の研究においてさらに探求されるべき重要な
テーマです。

　これらの研究成果は、栄養素が人間の身体と心に与える影響の理解を深め、健康な生活を送る
ための新たな知見として非常に価値があります。珪素を含む微量栄養素の研究は、栄養学だけで
なく、医学、心理学、健康科学の分野においても重要な意味を持ちます。
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珪素の特性
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　珪素は自然界で酸素に次いで 2番目に豊富
な元素であり、人間の健康において重要な役
割を果たしています。珪素は、食品添加剤と
して食品・飲料産業での使用を含む、多くの
産業応用で使用されています。そのため、人
間は環境曝露だけでなく、食事成分としても
珪素と接触しています。多くの形態の珪素、
特に酸素に結合した Si は水に溶けやすく、吸
収されやすく、おそらく生物学的に活動的で
人間にとって利用可能です。しかし、珪素の
特定の生化学的または生理学的機能は、一般
的には存在すると考えられていますが、大部
分は未だ明らかにされていません。そのため、
水溶性珪素の潜在的な治療効果に対する関心
が高まっています。

　例えば、珪素は、爪、髪、肌の構造的完全性、
全体的なコラーゲン合成、骨の石灰化および
骨の健康に役割を果たし、アルツハイマー病
における金属の蓄積の減少、免疫系の健康、
動脈硬化のリスク減少に関与していると提案
されています。珪素の有益な効果のための考
えられる作用機序は、ポリオールのヒドロキ
シル基に結合することにより、結合組織およ
び骨におけるグリコサミノグリカン、ムコ多
糖類、およびコラーゲンの形成および /また
は利用に影響を与えることです。さらに、珪
素は他の鉱物元素（例えば、アルミニウム、銅、
マグネシウム）の吸収、保持、または作用に
影響を与える可能性があります。

　これらの調査結果に基づいて、未精製穀物、
特定の野菜、穀物から作られた飲料やシリア
ルを通じて珪素の摂取量を増やすことは、そ
の栄養上の利益を保証するために 30mg/ 日程
度が適切な摂取量と考えられます。

珪素の形態と摂取

　結晶性珪素と非晶質珪素の存在は、私たち
の健康にとって非常に重要です。特に非晶質
珪素、例えば umo® 水溶性珪素濃縮溶液のよ
うな製品は、純度 99.9％の高純度水晶石から
作られ、健康維持に役立つ可能性があります。

　珪素は、骨、関節、血管、皮膚、毛髪、リ
ンパ腺、杯、筋肉、爪、歯、気管支など人体
のあらゆる部分に存在し、重要な役割を果た
しています。特に骨密度の向上や骨折治療中
の骨の回復において、カルシウムの吸収を助
ける役割を担っています。また、人体では珪
素が不足すると、発育障害や皮膚障害、関節
や骨の形成不全など様々な健康問題が生じる
ことが知られています。

　食物から摂取された珪素は、血清中で迅速
に濃度が上昇し、その後徐々に減少していき
ます。珪素の摂取により、体の重要な臓器が
酸化による老化から守られ、血管動脈をしな
やかに保ち、動脈硬化を防ぐ効果があるとさ
れています。また、リンパ節や胸腺の働きを
良くし、抗ガン力を強化するとも言われてい
ます。
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　一方で、人体では珪素を自ら生成することはできず、食事など外部か
らの摂取が必要です。成人の 1日あたりの珪素消耗量は 10 ～ 40mgと
されており、若い時には体が積極的に珪素を摂取しますが、年齢を重ね
るにつれてその能力が低下します。そのため、特に高齢者や女性などで
は積極的な珪素摂取が重要とされています。

　健康維持のためには、玄米、あわ、バナナ、レーズンなど珪素が豊富に含まれる食品の摂取が
推奨されています。また、umo® 水溶性珪素濃縮溶液のような製品は、安全で効果的な珪素摂取
の方法として考えられます。

アディポネクチンとPAI-1
　アディポネクチンは、私たちの体内で非常
に重要な役割を果たすホルモンの一つです。
このホルモンは主に脂肪組織から分泌され、
人間の健康に多方面にわたる効果を持ってい
ます。アディポネクチンの最も注目すべき機
能の一つは、インスリンの感受性を高めるこ
とにより、血糖値の調節に貢献することです。
これにより、糖尿病などの代謝疾患のリスク
を低減する可能性があります。さらに、アディ
ポネクチンは抗炎症作用を持ち、体内の炎症
反応を抑制することで、慢性疾患の予防に寄
与すると考えられています。また、このホル
モンは動脈硬化を抑制する効果も持っており、
心臓病や脳卒中などの心血管疾患のリスクを
減少させる可能性があるとされています。

　一方、PAI-1（プラスミン活性化抑制因子
-1）もまた、私たちの体内で重要な役割を果
たす因子です。このタンパク質は血液凝固と
線溶系（血栓を溶かすシステム）のバランス
を調整することにより、血管内での血栓形成
を防ぐ重要な役割を担っています。しかし、
PAI-1 のレベルが過剰に高まると、動脈硬化や
心血管疾患のリスクが高まるとされています。
高い PAI-1 レベルは血栓形成を促進し、心臓
発作や脳卒中などの重大な健康問題を引き起
こす可能性があるため、この因子のバランス
は非常に重要です。

特に、肥満や糖尿病、メタボリックシンドロー
ムなど、いくつかの健康状態は PAI-1 のレベ
ルを上昇させることが知られており、これら
の状態の管理は心血管健康を維持するために
も重要です。
　これらの生理活性物質の研究は、代謝健康、
炎症、および心血管疾患の予防と治療におい
て重要な進歩をもたらす可能性があります。
アディポネクチンと PAI-1 のレベルを調節し、
バランスを取ることで、これらの疾患のリス
クを低減する新しい治療法が開発されるかも
しれません。

水溶性珪素の摂取とアディポネクチン
　水溶性珪素の摂取がアディポネクチンのレ
ベルに与える影響に関する最近の研究結果は、
栄養学とメタボリックヘルス分野において重
要な発見です。試験の 3か月経過時点で、水
溶性珪素を摂取していない群においてアディ
ポネクチンのレベルが有意に減少したという
結果は、水溶性珪素が短期間でアディポネク
チンのレベルに肯定的な影響を及ぼす可能性
を示唆しています。アディポネクチンはイン
スリン感受性の向上や抗炎症作用を含む多く
のメタボリックプロセスに重要な役割を果た
しており、そのレベルの維持は糖尿病や心血
管疾患などのリスク低減に貢献する可能性が
あります。
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　この研究は、水溶性珪素がアディポネクチ
ンのレベルに及ぼす影響を初期段階で明らか
にし、その摂取が健康への潜在的な利益をも
たらす可能性を提唱しています。このような
発見は、栄養補助食品や健康食品の分野にお
いて新たな可能性を開くものであり、将来的
には水溶性珪素を活用した新たな健康増進戦
略が考案されるかもしれません。

　今後の研究では、水溶性珪素の長期的な摂
取がアディポネクチンのレベルにどのような
影響を及ぼすのか、またその他の代謝指標や
健康状態にどのような効果を持つのかを詳細
に分析することが重要です。また、水溶性珪
素の摂取が特定の疾患を持つ人々や異なる年
齢層の人々にどのような影響を及ぼすかも、
重要な研究テーマとなります。

　このように、水溶性珪素とアディポネクチ
ンの関係に関する研究は、メタボリックヘル
スに対する新しい理解と治療法の開発に貢献
する可能性があります。また、水溶性珪素の
他の健康への影響についての継続的な研究は、
栄養科学や予防医学の分野において重要な貢
献をすることが期待されます。

珪素の摂取とPAI-1
　試験終了時の結果として、水溶性珪素を摂
取したグループでは PAI-1（プラスミン活性化
抑制因子 -1）のレベルが有意に改善されてい
たことは、この物質が血管系に及ぼす肯定的
な影響を示唆しています。水溶性珪素が血管
弛緩作用を示すことにより、血流の改善や血
管の健康を促進し、結果として血栓症のリス
クを減少させる可能性があると考えられます。

　この研究は、水溶性珪素が心血管系に及ぼ
す影響を評価するための重要なステップです。
PAI-1 は、血栓の形成に関与する重要な因子で

あり、そのレベルの低下は血管内の血栓形成
リスクの減少を意味します。したがって、水
溶性珪素が PAI-1 のレベルを下げることは、
心血管疾患の予防や治療において重要な意味
を持つ可能性があります。

　さらに、水溶性珪素が血管弛緩作用を持つ
という事実は、高血圧や動脈硬化などの他の
心血管疾患に対しても有益な影響を及ぼすか
もしれません。血管の緊張を和らげることに
より、血圧の低下や血流の改善が期待でき、
これにより心臓への負担が軽減される可能性
があります。

　この研究により、水溶性珪素の摂取が心血
管系に及ぼす潜在的な利益についての理解が
深まり、将来的には心血管疾患の予防や治療
法の開発に貢献するかもしれません。ただし、
これらの効果については、さらなる研究や臨
床試験が必要であることに留意する必要があ
ります。

図１：アディポネクチンの経時的変化

図２：PAI-1 の経時的変化
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アディポネクチンとPAI-1 のオキシトシン分泌

　アディポネクチン、PAI-1、そしてオキシトシン分泌との間に存在する複雑な関係性について、
現代の研究は新たな知見を提供しています。アディポネクチンは、視床下部の視索上核に位置
するオキシトシンニューロンの活動に影響を及ぼし、これによってオキシトシンの分泌を調節
している可能性があると考えられています。この発見は、アディポネクチンが社会的結びつき
やストレス調節に関与するオキシトシンの分泌に重要な役割を果たしている可能性を示唆して
います。オキシトシンは「愛情ホルモン」とも呼ばれ、人間の社会的結びつきや愛着形成に重
要な役割を担っています。したがって、アディポネクチンがオキシトシンニューロンに影響を
及ぼすことは、心理的および社会的健康において重要な意味を持つかもしれません。

　さらに、脂肪細胞に関する研究は、酸化ス
トレスがアディポネクチンや PAI-1 を含むさ
まざまなアディポカインの生産にどのように
影響を及ぼすかを明らかにしています。特に、
脂肪細胞が過酸化水素などの酸化ストレスに
さらされた際、アディポネクチンの発現と分
泌は減少し、一方で PAI-1 の生産が増加する
ことが示されています。これは、酸化ストレ
スがこれらのホルモンのバランスを変化さ
せ、間接的にオキシトシンの分泌や作用に影
響を与える可能性があることを示唆していま
す。PAI-1 は血液凝固と線溶系のバランスを
調整する役割を持ち、アディポネクチンとと
もに体内の炎症反応や代謝プロセスに影響を
及ぼします。

　これらの研究結果からは、アディポネクチ
ン、PAI-1、オキシトシン間の相互作用が、
体内の多様な生理プロセスに深く関与してい
ることが示されています。アディポネクチン
とPAI-1のバランスが変化することによって、
オキシトシンの分泌や作用が影響を受ける可
能性があり、これがさらに心理的、生理的な
健康に影響を与える可能性があると考えられ
ます。しかしながら、これらの相互作用の具
体的なメカニズムや意味については、さらな
る研究と解明が必要です。


